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「わたしたちの「命」を考える～」 
                                                                      校長  望月 泰志 

明日（あす）も 進む いのちの日 

さいたま市では、９月３０日を「明日（あす）も 進む いのちの日」と定めています。これは、2011 年、さいた

ま市内の小学校で駅伝練習中に倒れ、命を落とした 桐田 明日香 さん（当時６年生）の出来事を教訓に、さ

いたま市教育委員会が制定した命の記念日で、事故から今年で 15 年が経過します。市内すべての学校で

は、AED（自動体外式除細動器）の設置場所の確認や一斉点検を行い、学校の安全管理体制を見直す取り

組みが行われます。この活動は「ASUKA モデル」と呼ばれ、事故対応の在り方を教育現場で共有し、教職員

研修や救命教育の充実を図るものです。 

本校でも、全校児童が AED の場所を確認します。そして、緊急時に命を守る行動について、避難訓練、お

話朝会、授業時間などを使って定期的に児童へ指導しています。「もしもの時にどうすればよいか」「誰かの

命を救うために自分にできることは何か」を考えることで、子どもたちは命の重みを実感し、互いを思いやる

心を育んでいきます。また、命を守る行動は特別な技術だけではなく、「AED の場所を知っている」「助けを呼

ぶ」「先生に知らせる」など、日常にできることがたくさんあります。こうした小さな行動が大きな命を救う力に

なることも子どもたちへ伝えています。 

命のいれもの 

今月のお話朝会で話す内容です。 『「４，９００，０００人」 この数は何を表す人数でしょう？』  

「答えは、2023 年、世界中で 5 歳まで生きられなかった赤ちゃんの人数です。」（公益社団法人日本WHO 協会 2024 年統計参照） 

みんなの中には、親から命を授かり、ごはんを食べること、寝ること、勉強や習い事をすること、SNS やゲー

ムをすること等、生きることが当たり前？のように、生きている人はいませんか？  世の中には「生きること」が

当たり前にならず、命をおとす人がたくさんいます。この４９０万人の赤ちゃん達も、きっと、当たり前のように生

きたかったでしょうね。 

「さて、 みんなは命を大切にして生きていますか？」  命と言っても、自分の命、家族の命、友だちの命、動

植物の命、知り合いの人の命、外国の人の命、昆虫の命、、、、たくさんの命があります。いのちを亡くすと、昔か

らずうっとつながってきた「いのちの糸」がそこで断たれてしまいます。今まで、長い間、大切に、大切に育まれ

てきた「いのちの糸」。この糸は、これからの未来もずうっとつながっていきます。だからこそ大切にしなければ

なりません。命をつないでくれた過去の人のために、そして、未来を生きる自分とつながる人達のためにで

す。朝会の後半は、以下の絵本を読みます。 

【今月の一冊】  

「いのちのいれもの」  著者：小菅正夫/絵：堀川 真  出版：サンマーク出版 

トコちゃんは、旭山動物園へ出かけました。オオカミ、エゾシカ、ホッキョクグマ、ペンギン等、 

動物たちが元気に迎えてくれました。でも、トラのイチだけ元気がありません。別の日、動物園 

へ家族と一緒にでかけると、「喪中」の掲示を見つけました。イチが亡くなったのです。 

イチの死に会い、トコちゃんは、いのちについて考えました。「いのちの糸」は４０億年以上つながっています。 

この機会に「命」についてご家庭でも話してみてはいかがでしょうか。 

http://jionji-e.saitama-city.ed.jp/


【学校からのお知らせ】※紙媒体を希望されるご家庭は、連絡帳にて担任までお知らせください。 
 
〇通知表について  
・１０月２日（金）に配付いたします。 
・保護者の皆様には、内容をご確認いただき、家庭欄には、ご家庭でのお子さんの様子をご記入ください。 
・通知表は１０月９日（金）までに、担任へ提出をお願いします  
 
〇学校評価について  
・本年度も本校の教育活動について、保護者の皆様から、今後の教育活動の充実・改善を目的とした学校評価アンケートを実施し

ます。  
・趣旨をご理解の上、１０月２０日（火）に送信する学校安心メールから Microsoft forms にてご回答ください。 
・回答は、お子さん 1 名につき 1 回答です。 
・評価については、ご自分のお子さんについて及び全校的な視野でお答えいただけると幸いです。 
 
〇運動会について  
・練習期間中は、体育着の代替として T シャツやハーフパンツなど華美でないものは着用可とします。  
【参観にあたって】 
・当日の参加にあたっては、児童の安全上の観点から、参観される方に「保護者証」の着用をお願いしています。 
・ご両親だけでなく、祖父母の方、上の兄弟姉妹の方が参観される場合にも、お一人ずつ保護者証の着用をお願いします。なお、

未就学児は着用の必要はありません。 
・運動会当日は、正門にて保護者証の確認をします。 
・保護者証が必要なご家庭は、１０月２３日（金）までに、必要枚数を担任へお伝えください。ケースにつきましては、ご家庭に

て御用意ください。 
 
〇赤い羽根共同募金について 
・１０月２６日（月）、２７日（火）、２９日（木）の 3 日間に赤い羽根共同募金を実施します。 
・朝昇降口で環境委員会の児童が立っていますので、児童は登校したら募金します。 
・集まったお金は社会福祉施設や福祉ボランティア団体等に寄付されます。ご協力お願いします。 

 
〇用務員の    さんが退職し、新たに    さんが着任されました。 
 
【学年より】 

【２年】 
〇生活科「町探検」について 

・実施日：１１月１８日（水） ９：００～１０：４５頃  
・お子さんが地域の様子に親しみをもち、安全に活動できるように、保護者の皆様に見守りボランティアの募集をします。 
・後日、お知らせを配付いたします。ご協力いただける方は、必要事項を御記入の上、担任までご提出ください。 

【３年】 
〇書きぞめ用具購入について 

・申込み封筒を配付しました。 
・購入を希望される方は、１０月１６日（金）までに代金を添えて担任まで提出してください。 
・１０月５日（月）～９日（金）の期間、見本を昇降口に展示します。お時間がある方はご覧ください。 
【必ず用意する物】 
・下敷き（書きぞめ用） ・太筆 ・中筆（名前用） ・墨池（硯では、墨が足りないため硯は使用不可） 
・墨汁 ・雑巾 ・ジップロック（L サイズ）２枚（片付けの際に墨池・筆を入れます） 
・新聞紙２日分（ある人） 

〇図工の材料について 
・図工Ｐ４８・４９「うつしてふえるよでこぼこさん」で使う身辺材料を、１０月２１日（水）までに持たせてください。 

【４年】 
〇１０月の下校時刻について 

・５，６年の運動会係活動が、下記の日程で行われます。 
・１０月９日（金）、２３日（金）、３０日（金） 
・この日は４年生５時間授業、１４時４０分頃下校となります。 
・４年生応援団の児童は、係活動後、１５時３５分ごろ下校に下校となります。 

【５年】 
〇舘岩自然の教室について 

①費用   ：１８，０００円の振込は、１０月２日（金）が締め切りです。期日までの振り込みをお願いします。   
②おこづかい：２，０００円の集金はジッパー付きの袋に名前を書き、お金に入れて提出してください。 
③保険証  ：茶色の封筒に名前を書き、提出してください。 
④持参薬の取り扱い調査票  
⑤体温記録表 
※②、③、④、⑤ ：１０月 ８日（木）に配付します。 
※①～④     ：１０月１４日（水）に担任まで提出してください。 
※⑤       ：１０月１７日（土）自然の教室当日学校に持ってきます。 

   
 


